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　５月12日に開催された令和５年第２回臨時会において、第20期村議会の新しい議会構成が決まりまし
た。議長に松下浩史議員、副議長に中村浩平議員が選任されました。併せて、常任委員会、議会運営委員
会、一部事務組合議会議員の選任も行われました。　
　また、今期より、３常任委員会となり広報広聴常任委員会が新しく設置され、広報活動と広聴活動を強
化し、皆さまの声を村政に反映する役割を担って参ります。

�

原
村
議
会
議
長
　
松
下 

浩
史

　
住
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
原
村
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
5
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
松
下

浩
史
、
副
議
長
に
中
村
浩
平
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
会
と
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
が
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
協
議
を
重
ね
、
村
の
発
展
、
住
民
福
祉
等
の
向
上
の
た
め
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
議
会
の
役
割
は
、
行
政
の
監
視
・

評
価
を
す
る
と
と
も
に
、
住
民
を
代

表
し
て
、
そ
の
声
を
村
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
①
広
く
住
民
の
意
見
や
要
望
を

把
握
す
る
こ
と 

②
地
域
の
状
況
や

村
の
施
策
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と 

③
議
員
間
で
の
議
論
を
つ
く
し
、
課

題
を
明
確
に
し
て
村
に
提
言
す
る
こ

と
、
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
せ
る
よ
う

に
、
議
員
の
資
質
向
上
、
議
会
組
織

の
改
革
を
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
１

つ
ず
つ
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
住
民

の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
の
声
が
あ
っ
て
こ
そ

の
議
会
で
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

副議長　中村 浩平 議長　松下 浩史
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第20期 原村議会

議員資質の 上向 と、
議会組織の 革改 を。



１
月 

 

成
人
式
・
消
防
団
出
初
め
式 

中
学
生
議
会

３
月 

 

第
１
回
定
例
会（
予
算
審
議
） 

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会 

卒
業
式

４
月 

入
学
式

５
月 

議
会
報
告
会

６
月 

第
２
回
定
例
会

７
月 

 

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化 

 
 

促
進
議
員
連
盟
環
境
活
動

８
月 

３
町
村
議
会
議
員
交
流
会

９
月 

 

第
３
回
定
例
会（
決
算
認
定
） 

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

10
月 

諏
訪
地
域
議
会
議
員
交
流
会 

 

五
者
懇
談
会

11
月 

議
会
報
告
会

12
月 

第
４
回
定
例
会

　
そ
の
他
、年
間
通
し
て
、月
１
回
開
催
の

全
員
協
議
会
、
委
員
会
活
動
、
臨
時
会
、各

種
行
事
出
席
、研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委員会構成

議会の１年間（主なスケジュール）

総務産業常任委員会
総務課、住民財務課、農林課、商工観光課、
消防室、会計室を調査、審査します。

委員長百瀨 嘉德 委員半田 　裕
副委員長芳澤 清人 委員森山 岩光

委員佐宗 利江
広報広聴常任委員会

議会だよりの編集、議会報告・意見交換会
などの広報広聴の実施・研究を行います。

委員長宮坂 早苗 委員芳澤 清人
副委員長佐宗 利江 委員森山 岩光

委員小松 志穂

議会運営委員会
議会運営、議会改革の検討を行います。

委員長半田 　裕 委員平出 敏廣
副委員長村田 俊広 委員百瀨 嘉德

委員中村 浩平
議会改革特別委員会

議会改革の検討を行います。

委員長半田 　裕 委員平出 敏廣
副委員長宮坂 早苗 委員村田 俊広

委員森山 岩光
委員小松 志穂
委員百瀨 嘉德
委員中村 浩平

社会文教常任委員会
保健福祉課、子ども課、生涯学習課、建設
水道課を調査、審査します。

委員長平出 敏廣 委員 村田 俊広
副委員長小松 志穂 委員 宮坂 早苗

委員 中村 浩平

事務組合議会
【諏訪広域連合】

松下 浩史
佐宗 利江

【諏訪広域公立大学事務組合】
松下 浩史
半田　裕

【諏訪中央病院組合】
芳澤 清人

【諏訪南行政事務組合】
小松 志穂
宮坂 早苗

【南諏衛生施設組合】
平出 敏廣
村田 俊広
百瀨 嘉德

【議員の報酬】
役　職 報酬（月額）

議 　 長 259,000円
副 議 長 201,000円
常 任 委 員 長
議会運営委員長 194,000円

議 　 員 183,000円

・ 期末手当（６月、12月支給）  
 ＝3.3ヶ月分

・ 費用弁償支給
・ 政務活動費の支給はありません。
R5予算（11人分）　3,601万円
  議員報酬 2,581万円＋期末手当 1,020万円
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原村の
明日へ

　八ヶ岳と農地が調和した美しい自然環
境を、次世代に引き継いでいくために行

　子どもたちの声を村政へとつなぐ場が最
優先課題。念願の子ども子育て支援セン
ターが開設したが運営面では未だ課題が多

　この美しい村を未来へつなぐため、

　選挙中は、「大軍拡ストップ！暮ら
し・福祉・子育てに予算を」と訴えま
した。住民の声をしっかり聞いて確実
に村政に届け、「給食費無料化、国保

動します。産業振興と循環型経
済、学びの環境、安心して生活で

　議会２期目に当たって、選挙でも訴え
てきました「活力ある村を目指し
て」を目標に据えて、子育て支
援、高齢者が安心して住める村
づくり、防災対策や地域の安全
づくり、農業・産業・
スポーツ振興や男女共
同参画に住民の皆さん
の声を聴きながら推進
したいと思っています。

百瀨 嘉德 

きるようコスト削減、省エネ支
援に取組み、多様性を認め合

税均等割の中学卒業まで無
料化」と「農業・地域経済
の振興」など掲げた政策の
実現に全力をあげたいと思
います。

村田 俊広

い、ひとり一人の豊かな暮ら
しの実現に取組みます。

宮坂 早苗   　

いです。子どもたちや保護者と関わる時

中心に、産業振興、景観・環境
保全など、未来を見据えた取り

間を可能な限り作り、その
声を村へと繋ぎソフト面の
充実を図っていきます。

半田 裕　　
組みをしていきます。一緒に
住民参加・協働のむらづくり

産み・育てたくなるむらづくりを

をしていきましょう！み
なさまのお声をぜひお聞
かせください。

小松 志穂

（順不同）
私が取り組むこと
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　活力あふれる健康で安心して暮らせる村、共助・
共生で誰もが笑顔で希望に満ちた、「身の丈に合っ

　この村で生まれ育ち、子供を育て、事業をしてい
る私ならの視点で、気づいたことを問いかけていき

　原村（法人組織）は、全て住民の為にありま

　今国会内では学校給食をオーガニックにと
の動きが超党派により 出ております。 そう
したことも踏まえ。 当村においても農業の
あり方を考え未来ある子どもたちには安心安 　子育て、幼保小中の連携、教育環境の充実。

高齢者が元気に暮らす健康方策、感染症・物価
高騰対策、医療検診の充実。農業をはじめとし

　農業・商工業・観光業など村内産業の振興
に力を入れます。事業承継、起業や事業者連
携の支援、企業誘致などを移住施策とあわせ

全な食品を提供することが大
人の役目と感じております。

平出 敏廣
た諸産業の発展と問題解決、

て行い、村内産業に携わる

た」村づくりを目指します。
持続可能な農業振興、子ども

ます。住民の皆様がより住
みよい村となり、未来に向 す。他の誰の為のものではありません。ところが

子育て、医療・介護の重層
的支援、道路整備、観光を
中心とした商工業の振興に
尽力します。

森山 岩光

けても今の環境の良さを
活かしたよりよい村と
なっていくよう働きかけ

これまでの村議会は…、
執行部は…。皆さんよく

ご存じの通りです。私
は身を削ってでも正
し、最後の最後まで住
民の為に闘う覚悟でい
ます。生き様見ていて

ください。

中村 浩平

ていきたいと思いま
す。是非、お声がけ

下さい。

佐宗 利江

防災減災の方策など住民
の暮らしやすさを追求し
福祉の向上を図ります。

芳澤 清人　　
　

若い人を増やすことが村
の活性化につながると考
えています。

松下 浩史　
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から議審

　
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
26

日
か
ら
19
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
よ
る
緊
急
経
済
対

策
、
５
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
の
農
業
用
施
設
単
独
復
旧
費

の
増
額
な
ど
、
村
長
提
出
12

件
、
陳
情
３
件
、
委
員
会
・
議

員
提
出
５
件
を
同
意
及
び
可
決

し
、
教
育
長
人
事
案
を
不
同
意

と
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
２
日
午
後
、
本

会
議
開
催
中
に
大
雨
警
報
が
発

表
さ
れ
、
河
川
の
溢
水
や
土
砂

の
流
出
な
ど
が
村
内
全
域
で
確

認
さ
れ
た
。
７
月
４
日
に
は
第

３
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
教

育
長
人
事
案
と
災
害
対
応
の
補

正
予
算
な
ど
、
村
長
提
出
４
件

を
同
意
及
び
可
決
し
た
。

	 定例会の概要 	

　生活者支援策としての商品
券配布事業の６回目。物価高
騰の影響を受けている住民と
村内事業者を支援する目的
で、村内にある店舗や事業者
で使用できる商品券を、村内
に住所を有する住民へ１人
2000円分配布する。

第６弾	
地域応援商品券事業	 1,820 万円

　中小企業に対するエネルギー価格高騰対策支援策とし、住民全員に
もみの湯の無料券（500円分×２回分）を配布する。物価高騰の影響を
受けているもみの湯を支援する。

村民限定温泉施設（もみの湯）	
無料券配布事業	 415万円

他の村内事業者への支援策が見当たらない。物価高騰の影響を受け
ているのはどこも同じだ。㈱レパストのみへの支援となる理由は。

限られた予算の中で、中小企業への支援策として考えたもの。

Q
A

第５弾の地域応援商品券▶

6

し
て
暮
ら
せ
る
村
へ

安
心 

 

緊

急

経

済

対

策  



６月定例会

電力・ガス・食料品等価格	
高騰重点支援給付金	
	 3,151 万円

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰により、
生活に大きな影響を受けている低所得世帯を支援
する。給付額は現金３万円で、対象は令和５年度
の住民税非課税世帯。家計急変世帯は対象外。

今回対象外となる家計急変世帯の昨年度の件
数は。

３件。

Q

A

　価格高騰により引き続き大きな影響を受けてい
る農業者支援の第３弾。給付額は令和４年度の対
象経費（種苗費、素畜費、飼料費、農薬衛生費、
諸材料費、動力光熱費、荷造運賃手数料）の２％

（上限30万円）。受給には農林課への申請が必要。

第 3弾	農業者緊急支援給付金支給事業	 1,870 万円

　節電効果の大きい省エネ家電への買い替えを支
援し、家庭におけるエネルギー費用の負担を軽減
するもの。対象経費の1/5を補助。

■冷蔵庫・エアコン・テレビ＝上限30,000円
■ LED 照明＝上限2,000円（各家庭５台まで）

第2弾	省エネ家電製品普及	
促進補助事業	 246万円

肥料費が対象経費から除かれるのは何故か。

肥料費に関しては、国と県からの補助（肥料価格
高騰対策事業）が実施されるため、今回は対象外
とした。

Q
A

　給食食材費の高騰分を補助することで、子育て

学校給食費補助事業	
	 246 万円

世帯の給食費の負担軽減
を図る。補助額は小・中
学校とも１食あたり20円

（20円は、令和４年度の
食材290円、令和５年度
310円の差額分）。

多くの住民支援がある中で、中小企業支援としての対象がもみの湯の指定管理者一
社のみであり、一般事業者に対する支援がない。農業者支援に対しても肥料費が、
国・県からの補助があるため対象外となっている。今回の対策が、充分な事業者支
援につながるのか注視し、今後の対応に期待したい。 （広報広聴常任委員会）

視 点
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から議審

主な被害状況
〈農林関連〉　　3,129万円
被害件数：63件
被害内容：畑の土流出・浸水、土手
決壊、畦畔のえぐれ、崩落等
■ 畦畔の崩壊。金山沢川地区（13ヶ

所）、柳沢の丸山汐地区（２ヶ所）、柏
木地区（１ヶ所）、菖蒲沢地区（１ヶ
所）の計４地区。

■ 阿久川でフトン籠の流出・土砂堆
積、前沢川と矢ノ口川で頭首工の
破損、中新田の県道西側で道路脇
陥没、払沢湧水
汐で護岸の崩落
など12ヶ所。

〈建設関連〉　　1,000万円
被害件数：54件
被害内容：道路に土砂流出、河川護
岸のえぐれ・崩落、倒木、側溝の溢
れ、路肩崩れ、川の氾濫、未舗装道
路の砕石流出等
■ 河岸の崩落、砕石の流出、道路・

水路の土砂堆積。

〈下水道関連〉　　9,658万円
下水道の原第２処理分区（南部地域）において、多量の降雨により、
地下水の増加、地下水位の上昇が見られる中、下水道管渠の破損部
分から大量の侵入水があり、流下先の富士見町下水道施設が過稼働
な状態となった。破損状況を調査し、補修や布設替を行う。

　５月８日、６月２日の豪雨に
より、村内各地で多くの被害が
発生した。農林関連は、４地区
10件の畦畔崩落が国庫補助事業
対象、その他の被災は村単独事
業で復旧工事を行う。現在、調
査中であるが、農林関連の被害
件数は増えている。建設関連、
下水道関連は、全て村単独事業
で復旧工事を行う。

豪雨災害　近年にない被害件数

畑の浸水、土の流出、農作
物の影響への対応は。
生育状況や被害状況を踏ま
えると、復旧工事や農業被
害の対象にはならない。
川の氾濫、水路の越水、側
溝の溢れ対策として消防団
による土のう積み作業が行
われ、大量の土のうが必要
となった。土のうは不足し
なかったか。
現場での土のう造りと備蓄
で対応できた。
被災状況の調査は終了した。
今後、住民から連絡があっ
た被災箇所への対応は。
現場確認・精査し、復旧工
事をしていく。
破損した下水道セラミック
管が使われているのは、南
部地区だけか。
平成11年頃から、村内各所
で使われている。補修して
使えるものは使っていく。

A

Q

A

Q

Q

A

Q

A
地域おこし協力隊	
サポート業務	 72万円

　地域おこし協力隊の経験者（OB・OG）に委
託し現役隊員の日々の活動や生活に関する相談、
地域住民とのつながりづくり等を行う。

サポート業務の内容は。

隊員の孤立防止や任期途中の退任者を減らす
のが目的。個別相談やグループミーティング
などを実施する。

Q
A

　道路交通法の変更に伴
ない電動キックボード

（特定小型原動機付き自
転 車 ）が 公 道 を 走 る 場
合、ナンバープレートが
必要となる。そのための
ナンバープレート作成
費。

軽自動車庶務諸税		5.5 万円

柳沢丸山せぎ地区畑法面崩落

中新田区内道祖神川溢水

阿久川高速西地区フトン籠流出

フトン籠

8



６月定例会

〇 賛成、× 反対、△ 趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

芳
澤
清
人

半
田　
裕

平
出
敏
廣

森
山
岩
光

村
田
俊
広

小
松
志
穂

宮
坂
早
苗

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

中
村
浩
平

《村長提出》
第２回定例会

同意第５号 原村教育委員会教育長の任命につき同意を求めること 不同意 ○ × ○ × × × × × ○ ×
《陳情書》

陳情第３号
へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給を近隣県並み
の水準に戻すことを求める陳情書

《提出者　長野県教職員組合 諏訪支部 代表者 両角 孝之》
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

《委員会・議員提出》

発議第２号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給を近隣県並み
の水準に戻すこと」を求める意見書案の提出

《提出者　原村議会議員　宮坂 早苗》
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

賛否が分かれた議案等	 ６月定例会
　審議結果

原村教育委員会教育長の任命につき同意を求めること

　任期満了による教育長再任の同意を求めるもの。
反対討論

［議論の先延ばし］
・�本件について住民の方達とも議論をし結論を出し
た。これまで教育行政について、はらっぱの運営・
安全対策、ICT 教育等、何度も質問し委員会でも議
論をしたが、解決せず先延ばしにされていることが
多い。子どもにとって１分１秒の時間はとても重要
で、教育長がどなたかは本村全ての子ども達に大き
な影響がある。議論を先延ばしにせず、改善策を示
し、実行する方に次の教育行政を担って頂きたい。

［提言への対応が］
・�人格的には尊敬している。しかし教育行政のトップ
として見た場合は別。提言を積極的に反映する教育
長でないと困る。また住んでいる場所に関係なく広
く才能と情熱のある希望者を募るべき。

［変化への対応と連携］
・�中間教室は、積極的に対応していただいた。一方、
はらっこひろば存続の検討、学校応援団との連携、
部活動対応などは進んでいない。世の中が非常に早

い速度で変化しているなか、対応できる方がふさわ
しいのではないかと考える。

賛成討論
［人格と識見］
・�法律により、重視する要件、判断基準は２点。人格が
高潔であり、教育学術・文化に識見を有すること。

［中間教室の成果］
・�全ての子供に学びの保障をし、子供のやる気と可能
性を最大限に引出す環境を作る。そういう意味で、中
間教室に着手し子供達に自立する力を与えてきたこと
は大きな成果。

［ぶれない対応］
・�コロナ禍の３年間、通常ではない教育行政が求められ
た。ぶれない対応をしていただいたと思っている。

その後、どうなった
　臨時会に前原中学校長の古清水巌氏を任命する人事
案が提出され、全会一致で同意した。

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を	 	
	 近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳情書
　長野県教職員のへき地手当を、近隣県並みの水準にすることを長野県知事に求めるもの。
反対討論
・�本件は長野県という法人職員の手当額を上げて欲し
いと言う陳情。地方自治法第99条に定められてい
る、本村の公益に該当しないため、当村議会で意見
書を提出すること自体できない。よって、不採択と
するほかない。

賛成討論
・�自治法では、公益に関する事を、国及び関係行政庁
に意見書提出できるとある。
　�長野県の教職員が当村の学校でも勤務している。教
育の地域格差の解消、教職員の働く環境を整えるこ
とは、当村の公益になると判断するため採択するこ
とに賛成する。
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一 般 質 問

芳よ
し

澤ざ
わ 

清き
よ

人と

議
員

１
．２
期
８
年
の
村
政

２
．県
道
改
良

３
．令
和
５
年
村
議
会
議
員
選
挙

４
．小
中
学
校
の
一
貫
教
育

村む
ら

田た 

俊と
し

広ひ
ろ

議
員

１
．子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

２
．高
齢
者
へ
の
施
策

３
．観
光
業
へ
の
支
援

４
．国
の
大
軍
拡
政
策
に
対
す
る
見
解

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．住
民
側
に
向
い
た
仕
事
を

２
．移
住
体
験
住
宅
は
誰
の
為
の
施
設
か

３
．村
保
育
園
で
の
虐
待
、事
実
確
認
を

４
．予
算
に
占
め
る
土
木
費
の
割
合
が
少
な
す
ぎ
る
が

半は
ん
田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．全
て
の
世
代
が
む
ら
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
参
画
で
き

る
よ
う
、投
票
率
の
向
上
と
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
を

２
．子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ら
っ
ぱ
」が
有
効
活

用
さ
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を

森も
り
山や
ま 

岩い
わ
光み
つ

議
員

１
．子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ら
っ
ぱ
」開
設
後
の

運
営
状
況
と
、見
え
て
き
た
課
題
は

２
．農
業
振
興
策

３
．燃
料
・資
材
・物
価
高
騰
に
対
し
て
農
家
支
援
を

百も
も
瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．一
般
会
計
予
算

２
．村
道
の
舗
装
補
修
工
事
の
推
進

３
．少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金

平ひ
ら

出い
で 

敏と
し

廣ひ
ろ

議
員

１
．移
住
・定
住
施
策
と
空
き
家
対
策
の
窓
口
一
本
化
を

２
．中
学
校
の
制
服

３
．シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
は
「
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」が
始
ま
る
こ
と
に

よ
る
影
響

４
．セ
ロ
リ
ン
号
を
利
用
す
る
通
学

５
．結
婚
・出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
の
考
え

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．子
ど
も
・子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ら
っ
ぱ
」周
辺
道

路
の
安
全
対
策

２
．病
児
保
育

３
．「
小
１
の
壁
問
題
」

宮み
や
坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
農
地
の
地
域
計
画
策

定
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。次
世
代
の
後
継
者
と
協
議
会

を
設
置
し
、農
業
振
興
に
つ
い
て
考
え
て
は

２
．補
助
金
を
住
民
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、部
局
横
断
的

な
連
携
と
例
規
の
見
直
し
を
考
え
て
は

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．図
書
館
の
開
館
日

２
．よ
い
し
ょ
祭
り

３
．の
ら
ざ
あ
の
運
行

４
．ペ
ン
シ
ョ
ン
地
区
の
あ
り
方

・
一
般
質
問
は
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が 

で
き
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
の
閲
覧
お
よ
び
検
索
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
え
ま
す
。

６月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
内
容
（
質
問
と
回
答
の
要

旨
）
を
掲
載
し
ま
す
。

一
般
質
問

議会会議録
検索
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一 般 質 問

芳澤 清人 議員

問　
阿
久
信
号
か
ら
丸
山

方
面
に
進
む
村
道
は
狭
く
、

見
通
し
が
利
か
な
い
。
曲

が
り
カ
ー
ブ
が
急
で
大
型

車
は
通
行
が
困
難
で
あ
る
。

県
道
払
沢
茅
野
線
の
付
け

替
え
時
に
改
良
し
て
は
。

村
長　
丸
山
方
面
か
ら
来

る
と
急
傾
斜
で
非
常
に
危

険
と
認
識
し
て
い
る
。

カ
ー
ブ
も
急
で
あ
り
除
雪

も
難
儀
で
あ
り
以
前
よ
り

建
設
事
業
組
合
か
ら
の
要

望
が
あ
る
。
１
９
７
号
線
、

県
道
の
付
け
替
え
に
つ
い

て
諏
訪
建
設
事
務
所
に
要

望
を
出
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
事
項
と
捉
え
て
い

る
。
計
画
の
中
で
早
急
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問　
県
道
神
ノ
原
青
柳
停

車
場
線
の
巨
大
石
碑
跡

（
三
山
様
）
の
歩
道
工
事

の
計
画
は
。

問　
４
月
村
議
選
投
票
率

は
定
数
13
に
な
っ
て
過
去

最
低
の
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
新
人

が
多
い
と
投
票
率
が
上
昇

す
る
傾
向
が
あ
る
。
今
回

は
新
人
が
２
名
で
低
下
の

一
因
と
も
捉
え
て
い
る
。

問　
選
挙
公
報
が
投
票
日

の
２
日
前
に
新
聞
折
り
込

み
で
あ
っ
た
。
早
く
全
戸

に
行
き
渡
ら
せ
て
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
郵
便

配
達
日
数
が
困
難
の
状
況

か
ら
公
職
選
挙
法
に
従
い

新
聞
折
り
込
み
に
し
た
。

県道改良

村議選挙

■問
阿
久
信
号
の
カ
ー
ブ
改
良
を

■答
早
急
に
県
に
働
き
か
け
た
い

■問選挙公報は全戸配布を
■答郵便配達日が困難の状況

建
設
水
道
課
長　
歩
道
の

計
画
は
延
長
３
０
０
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
が
２
メ
ー
ト

ル
、
県
道
の
東
側
に
設
置

さ
れ
る
予
定
。
工
期
は
令

和
４
年
か
ら
８
年
ま
で
、

国
庫
補
助
で
計
画
し
て
い

る
。

問　
憲
法
二
六
条
は
「
義

務
教
育
は
無
償
」
と
し
て

い
る
。
原
村
の
食
料
生
産

の
役
割
を
伝
え
る
、
ま
さ

に
食
育
で
あ
る
学
校
給
食

の
無
料
化
を
村
と
し
て
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
給
食
費
を
無
償

化
す
る
自
治
体
が
拡
大
し

て
い
る
が
、
財
源
の
豊
か

な
自
治
体
、
対
象
が
少
な

い
自
治
体
が
大
半
と
認
識

し
て
い
る
。
村
の
財
源
を

踏
ま
え
、
ま
た
国
の
動
向

も
含
め
て
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
次
に
国
保
税
は
も
と

も
と
高
額
で
あ
り
、
均
等

割
に
つ
い
て
は
全
く
収
入

の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
課

税
さ
れ
る
。
せ
め
て
均
等

割
を
中
学
校
卒
業
ま
で
無

償
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
実
施
の
た
め
の
予
算

額
は
。

問　
高
齢
者
が
い
き
い
き

と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
か
せ
な
い
。
難
聴
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
困
ら
な
い
よ
う
、

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
を

創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　
高
齢
者
の
聞
き
づ

ら
さ
の
相
談
も
あ
り
、
高

額
な
機
器
で
あ
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
予
定
は
な
い
が
、
第

九
期
高
齢
者
福
祉
政
策
策

定
の
年
で
も
あ
る
の
で
、

国
の
動
向
な
ど
情
報
収
集

し
な
が
ら
、
導
入
に
む
け

て
の
研
究
を
行
う
。

子育支援

高齢施策

■問
給
食
、
国
保
均
等
割
無
償
に

■答
国
の
動
向
も
踏
ま
え
慎
重
に

■問補聴器購入補助の創設は
■答情報収集と研究を行う

保
健
福
祉
課
長　
予
算
額

は
三
七
四
万
一
〇
〇
〇
円

が
必
要
。
現
行
の
制
度
上
、

他
の
被
保
険
者
が
、
そ
の

分
を
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
、
無
償
化
の
実
施
は
村

単
独
で
は
大
変
困
難
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

村田 俊広 議員
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一 般 質 問

半田 裕 議員

中村 浩平 議員

問　
執
行
部
は
移
住
促
進

事
務
を
続
け
て
い
る
が
、

「
本
村
の
水
源
涵
養
地

（
か
ん
よ
う
ち
）
で
あ
る

保
健
休
養
地
（
エ
コ
ー
ラ

イ
ン
の
東
側
）
に
は
、
も

う
こ
れ
以
上
、
人
を
増
や

さ
な
い
で
く
れ
！
」
と
の

声
が
上
っ
て
来
て
い
る
。

考
え
は
。

村
長　
人
を
増
や
さ
な
い

規
制
は
難
し
い
。
環
境
保

全
条
例
で
対
応
し
て
い
く
。

問　
す
で
に
既
存
集
落
の

上
部
で
、
河
川
の
水
に
泡

が
発
生
し
、
夏
場
に
な
れ

ば
ヘ
ド
ロ
の
よ
う
な
藻
が

発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、

私
の
子
供
の
頃
の
川
と
は

全
く
違
う
。
人
が
定
住
す

れ
ば
当
然
、
合
成
洗
剤
な

ど
様
々
な
化
学
物
質
を
使

う
よ
う
に
な
り
、
合
併
処

理
浄
化
槽
で
は
分
解
が
で

き
な
い
。
水
源
涵
養
地
で

あ
る
保
健
休
養
地
の
開
発

問　
五
味
村
長
就
任
時
の

土
木
費
の
割
合
は
全
体
の

13
％
で
あ
っ
た
が
ど
ん
ど

ん
減
ら
さ
れ
、
今
で
は
約

８
％
で
あ
る
。
こ
の
差
の

５
％
は
40
億
予
算
の
場
合
、

２
億
円
に
も
な
る
。
な
ぜ

土
木
費
を
減
ら
し
続
け
て

い
る
の
か
。
土
木
費
は
住

民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る

も
の
で
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長　
確
か
に

割
合
も
金
額
も
減
ら
し
て

来
て
い
る
。
大
型
事
業
を

実
施
し
て
い
な
い
こ
と
も

要
因
。

開　発

予　算

■問
移
住
促
進
事
務
は
い
つ
ま
で

■答
答
弁
は
控
え
さ
せ
て
頂
く

■問土木費が年々減っているが
■答割合・金額ともに減少傾向

が
も
う
こ
れ
以
上
進
ま
な

い
よ
う
に
、
そ
ろ
そ
ろ
対

策
を
講
じ
る
時
期
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　
河
川
の
水
質
検
査

は
実
施
し
て
お
り
、
問
題

は
な
い
。

選　挙

問　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

運
営
を
主
で
担
当
す
る
職

員
の
増
員
が
必
要
で
は
。

教
育
長　
セ
ン
タ
ー
の
開

所
に
伴
い
担
当
係
の
業
務

量
も
増
加
し
て
い
る
。
人

員
配
置
の
改
善
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
利
用
者
と
と
も
に
検
討

で
き
る
場
が
必
要
で
は
。

教
育
長　
利
用
の
ル
ー
ル

等
運
営
面
で
改
善
が
必
要

な
点
が
出
て
い
る
。
利
用

者
と
の
対
話
の
必
要
性
も

あ
る
た
め
検
討
す
る
。

問　
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

し
て
相
談
機
能
が
あ
る
が
、

誰
が
相
談
員
で
ど
ん
な
相

談
を
受
け
て
く
れ
る
か
が

分
か
ら
な
い
。
相
談
し
や

す
い
体
制
づ
く
り
を
。

問　
今
回
の
村
議
会
議
員

選
挙
の
世
代
別
投
票
率
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
10
代

25
％
。
20
代
40
％
・
30
代

50
％
・
40
代
50
代
60
％
・

60
代
70
代
70
％
・
80
代

50
％
・
90
代
20
％
と
な
っ

て
い
る
。

問　
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
、
投
票
済
証
を
持
っ

て
い
く
と
飲
食
店
等
で
割

引
が
受
け
ら
れ
る
「
セ
ン

キ
ョ
割
」
を
検
討
し
て
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
住
民

か
ら
の
企
画
が
あ
れ
ば
協

力
を
し
た
い
。

子ども

■問
セ
ン
タ
ー
職
員
数
は
適
当
か

■答
改
善
が
必
要
と
考
え
る

■問移動式期日前投票の実施を
■答今後調査研究していく

教
育
長　
早
急
に
館
内
へ

の
掲
示
と
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
く
。
子
育
て
サ
ロ
ン
、

乳
幼
児
検
診
、
放
課
後
の

子
ど
も
た
ち
の
場
な
ど
で

声
が
け
を
し
、
話
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
く
。
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一 般 質 問

百瀨 嘉德 議員

森山 岩光 議員

問　
は
ら
っ
ぱ
開
所
後
の

利
用
状
況
と
見
え
て
き
た

課
題
、
対
応
策
は
。

教
育
長　
中
学
生
は
下
校

時
間
の
兼
ね
合
い
や
小
学

生
へ
の
遠
慮
で
利
用
し
に

く
い
状
況
、
原
っ
子
広
場

は
昨
年
度
よ
り
や
や
多
い

が
、
子
ど
も
の
け
が
は
い

く
つ
か
発
生
し
て
お
り
見

守
り
体
制
の
強
化
が
課
題
。

子
育
て
サ
ロ
ン
の
利
用
者

総
数
は
変
わ
ら
な
い
が
１

日
の
利
用
者
数
は
減
っ
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
室
の
件
数
は

多
く
な
い
が
大
人
の
利
用

が
あ
る
。
今
後
の
課
題
は

子
供
た
ち
の
安
全
確
保
と

緊
急
事
態
に
備
え
、
見
守

り
支
援
体
制
の
強
化
を
進

め
て
行
く
。

問　
は
ら
っ
ぱ
周
辺
に
は
、

保
育
園
・
図
書
館
・
中
央

公
民
館
・
社
会
体
育
館
な

ど
の
施
設
が
集
中
、
利
用

者
や
車
の
往
来
も
多
く
交

問　
国
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
緊

急
防
除
は
今
年
度
末
で
終

了
と
な
る
が
、
撲
滅
は
困

難
だ
と
認
識
す
る
。
新
た

な
栽
培
体
系
の
確
立
と
支

援
策
を
進
め
る
べ
き
。

農
林
課
長　
引
き
続
き
、

国
が
進
め
る
輪
作
の
確
立

に
向
け
た
試
験
を
行
う
と

共
に
、
地
域
の
要
望
を
踏

ま
え
た
連
作
体
系
の
確
立

に
向
け
実
証
実
験
を
県
と

連
携
し
て
行
う
。
今
年
度

末
の
緊
急
防
除
終
了
に
合

わ
せ
、
来
年
度
か
ら
は
農

薬
や
防
除
効
果
の
あ
る
緑

肥
作
物
な
ど
防
除
資
材
購

入
費
助
成
を
検
討
。

はらっぱ

農業振興

■問
開
所
後
の
運
営
と
課
題
策
は

■答
見
守
り
・
交
通
安
全
の
強
化

■問国の支援策が終了となる
■答防除資材費の助成を検討

通
安
全
対
策
の
要
望
の
声

が
あ
る
。
都
度
指
摘
し
て

き
た
事
案
だ
が
い
ま
だ
改

善
さ
れ
て
い
な
い
、
早
急

な
対
策
を
。

村
長　
早
急
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
現
在
の
舗
装
補
修
工

事
の
進
捗
は
遅
い
の
で
計

画
的
に
早
期
に
実
施
す
る

べ
き
で
あ
る
。

村
長　
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
計
画
的
に
進
め
た

い
。

建
設
水
道
課
長　
払
沢
村

中
線
が
終
了
し
、
現
在

八
ッ
手
村
中
線
で
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

問　
一
路
線
完
成
の
方
式

か
ら
各
区
の
悪
い
所
を
分

散
し
て
、
早
期
工
事
を
実

施
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　
全
体
的
の
中
で
補

修
に
必
要
な
緊
急
度
を
勘

案
し
て
進
め
た
い
。

問　
毎
年
の
土
木
費
予
算

を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

建
設
水
道
課
長　
建
設
予

算
内
で
、
補
修
工
事
を
増

や
し
て
い
る
。
効
果
的
に

問　
原
小
中
ス
ケ
ー
ト
ク

ラ
ブ
育
成
と
ク
ラ
ブ
員
増

加
の
た
め
、
補
助
金
を
増

額
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
特
定
の
種
目
に

た
い
し
て
の
、
補
助
金
は

公
平
性
等
の
観
点
か
ら
出

来
な
い
の
で
、
原
小
ス

ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
他
を
合
算

し
て
、
一
括
し
て
ス
ポ
ー

ツ
協
会
に
出
し
て
い
る
。

問　
原
小
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ

ブ
育
成
の
た
め
直
接
補
助

金
支
給
を
す
る
べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　
今
の
ま

ま
で
行
き
た
い
。

道路改修

スポーツ

■問
舗
装
補
修
の
早
期
実
施
を

■答
現
在
の
計
画
で
実
施
す
る

■問少年スケートクラブ補助金
■答現状のままで行う

事
業
が
出
来
る
よ
う
予
算

要
望
し
て
い
く
。

問　
土
木
関
係
の
職
員
を

増
員
す
べ
き
と
思
う
が
。

建
設
水
道
課
長　
若
手
育

成
、
技
術
取
得
に
努
め
る
。
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一 般 質 問

小松 志穂 議員

平出 敏廣 議員

交通安全

問　
病
児
保
育
は
現
在
、

登
園
中
に
体
調
不
良
に

な
っ
た
時
に
お
迎
え
ま
で

対
応
す
る
「
体
調
不
良
児

対
応
型
事
業
」
し
か
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。
過
去
の

答
弁
で
も
小
学
生
ま
で
の

拡
大
を
含
め
て
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
病
児
保
育
の

拡
充
は
。

子
ど
も
課
長　
今
年
度
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
に
あ
た
り

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
が
、

村
単
独
事
業
で
の
整
備
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
事
業
実
施
が
難
し
く

と
も
、
近
隣
市
町
の
病
児

保
育
を
利
用
し
た
際
の
利

用
料
補
助
は
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
課
長　
費
用
補
填

に
関
し
て
今
後
検
討
す
る
。

問　
小
１
の
壁
問
題
の
ひ

と
つ
で
あ
る
学
校
の
長
期

問　
下
校
後
な
ど
子
ど
も

達
が
は
ら
っ
ぱ
へ
移
動
す

る
際
に
、
施
設
前
十
字
路

の
道
路
横
断
を
含
め
て
非

常
に
危
な
い
状
況
に
あ
る
。

早
急
な
対
応
を
。

教
育
長　
支
援
員
の
付
き

添
い
や
見
守
り
、
保
護
者

へ
の
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
が
十
分
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
で
き
る
限

り
の
対
応
を
取
る
。

建
設
水
道
課
長　
ス
ピ
ー

ド
抑
制
に
な
る
路
面
の
塗

装
な
ど
、
予
算
内
で
可
能

な
対
応
を
準
備
す
る
。
今

後
も
対
応
を
検
討
す
る
。

子育て

■問
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

■答
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る

■問はらっぱ周辺道路の安全を
■答できる限りの対策をとる

休
み
中
の
就
労
に
関
し
て
、

休
業
日
学
童
保
育
の
開
所

時
間
を
早
め
て
欲
し
い
と

の
要
望
が
あ
る
が
。

教
育
長　
指
導
員
の
勤
務

形
態
の
工
夫
を
含
め
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
移
住
･
定
住
を
進
め

る
上
で
、
上
下
水
道
整
備

地
域
へ
の
誘
導
が
、
今
後

の
村
財
政
処
置
に
も
必
要

と
考
え
る
。
ま
た
、
地
域

に
も
よ
る
が
、
整
備
地
域

で
の
農
地
を
白
地
化
し
て

農
地
以
外
に
も
利
用
可
能

に
な
ら
な
い
か
と
住
民
意

見
が
あ
る
。
検
討
は
可
能

か
。

総
務
課
長　
企
画
進
行
係

を
中
心
と
し
て
、
人
口
増

に
向
け
た
職
員
対
象
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
中
に
は
、
農
地
を
宅
地

化
し
て
は
と
の
意
見
も
あ

る
。
農
林
課
、
農
業
委
員

会
の
関
係
も
あ
る
が
、
職

員
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
検

討
は
し
て
い
る
。
次
の
総

合
計
画
へ
の
資
料
と
し
て

使
用
す
る
事
も
検
討
中
。

問　
村
と
し
て
の
考
え
は
。

村
長　
総
合
計
画
的
な
も

問　
制
服
だ
け
で
な
く
体

育
着
で
の
通
学
を
許
可
し

て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ

る
が
。

子
ど
も
課
長　
コ
ロ
ナ
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
を
念

頭
に
起
き
、
こ
れ
ま
で
公

の
場
で
中
学
生
の
制
服
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

て
き
た
制
服
の
着
用
を
再

開
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ま
で
も
実
態
に
応
じ
て
制

服
で
な
い
服
装
の
着
用
を

認
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

個
々
に
応
じ
た
対
応
は
今

後
も
継
続
す
る
。
夏
期
は

運
動
着
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
で

の
登
校
を
認
め
る
。

移住定住

教　育

■問
農
地
白
地
化
検
討
は
可
能
か

■答
職
員
間
で
検
討
は
し
て
い
る

■問中学校の制服は必要か
■答公の場で原則着用を考える

の
ま
で
い
っ
て
な
い
が
、

空
き
家
有
効
利
活
用
の
関

係
面
に
お
い
て
も
上
下
水

道
完
備
地
域
へ
の
人
の
居

住
に
つ
い
て
原
村
の
大
き

な
指
針
と
し
て
今
ま
で
も
、

進
め
て
き
た
。
今
後
も
そ

う
も
っ
て
行
き
た
い
。

14



一 般 質 問

佐宗 利江 議員

宮坂 早苗 議員

地　区

問　
今
年
度
４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
が
大
幅
な
変

更
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

内
容
と
変
更
の
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長　
会
場
設

営
の
業
者
が
廃
業
し
た
こ

と
も
あ
り
、
踊
り
を
実
施

せ
ず
、
会
場
は
社
会
体
育

館
と
校
庭
の
一
部
と
し
テ

ン
ト
を
多
く
増
や
し
た
い

と
提
案
し
て
い
る
。

　
地
区
の
負
担
軽
減
や
新

た
な
取
り
組
み
へ
の
要
望

が
あ
っ
た
。
よ
り
良
い
祭

り
に
し
よ
う
と
い
う
基
本

理
念
で
の
提
案
で
あ
り
実

行
委
員
会
で
決
定
す
る
。

問　
内
容
に
つ
い
て
反
対

や
驚
き
の
声
を
耳
に
し
て

い
る
。
強
引
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。

村
長　

行
政
が
直
接
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
課
が
事
務

問　
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
減
少
、

高
齢
化
な
ど
地
区
が
衰
退

し
て
い
く
が
今
後
は
。�

�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が

つ
な
が
り
を
持
ち
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
事

業
形
態
を
取
っ
て
進
め
て

欲
し
い
。

商
工
観
光
課
長　
様
々
な

業
種
の
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

し
良
い
動
き
が
見
ら
れ
衰

退
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。

村
長　
一
つ
の
大
き
な
転

換
の
動
き
が
あ
る
。
相
乗

効
果
を
ど
う
持
っ
て
い
く

か
が
一
番
大
き
な
課
題
。

祭　り

■問
よ
い
し
ょ
祭
り
の
変
更
点
は

■答
実
行
委
員
会
で
話
し
合
う

■問ペンション地区のあり方は
■答良い動きがみられる

局
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ

と
。
決
め
る
の
は
実
行
委

員
会
で
検
討
の
推
移
を
見

守
り
、
決
ま
っ
た
こ
と
を

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
く
。

例　規

問　
地
域
全
体
で
農
業
、

農
地
利
用
を
考
え
て
い
く

地
域
計
画
策
定
。
次
世
代

の
担
い
手
を
協
議
会
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

村
長　
10
年
後
を
見
据
え

た
地
域
計
画
を
、
6
年
度

末
ま
で
に
策
定
す
る
。

農
林
課
長　
来
週
、
関
係

機
関
と
打
ち
合
わ
せ
す
る
。

農
家
の
声
を
拾
い
上
げ
、

県
の
助
言
、
近
隣
自
治
体

を
参
考
に
し
て
進
め
る
。

現
在
、
人
、
農
地
プ
ラ
ン

で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

後
継
者
に
新
人
を
加
え
、

持
続
可
能
な
農
業
と
地
域

づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
く
。

問　
農
地
有
効
活
用
と
し

て
、
市
民
農
園
の
拡
大
を
。

農
林
課
長　
今
後
、
耕
作

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
遊

休
荒
廃
農
地
は
増
加
す
る
。

利
用
し
や
す
い
市
民
農
園

の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
有
効
活
用
補

助
金
は
、
居
住
の
た
め
の

補
助
金
、
居
住
と
同
時
に

仕
事
と
結
び
つ
く
よ
う
、

事
業
所
開
設
、
起
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
も
同
時
に
活
用
で
き
る

よ
う
見
直
し
を
行
っ
て
は
。

総
務
課
長　
事
業
を
同
時

に
申
請
す
る
こ
と
は
可
能
、

二
重
に
同
じ
経
費
を
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
自
主
法
で
あ
る
例
規

を
見
や
す
く
整
理
し
て
は
。

総
務
課
長　
見
や
す
く
、

理
解
し
や
す
く
し
て
い
く
。

地域計画

■問
次
世
代
担
い
手
と
協
議
を

■答
後
継
者
に
新
人
を
加
え
る

■問横断的利用への見直しを
■答よりよい例規改正に取組む

問　
滞
在
型
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
。

村
長　
全
国
的
に
大
き
な

ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
農
業
、
観
光
、
庁

内
外
の
組
織
で
、
早
急
に

検
討
し
て
い
く
。
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議
会
だ
よ
り
議会の傍聴に

お出かけください
次の定例会は

９月１日（金）
開会予定です

・ 役場２階総務課前で受付後、
傍聴席にお越しください。

・ 会期中は委員会の傍聴もでき
ます。

［�問い合わせ］�
議会事務局　☎0266-79-7951

　
第
20
期
議
会
始
動
に
あ
た
り
、
令
和
５
年
４
月
26
日
、
地
方

議
会
の
役
割
を
明
確
化
し
た
改
正
地
方
自
治
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
地
方
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
明
確
に
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
法
で
は
、「
重
要
な
意
志
決
定

を
議
決
し
、
検
査
や
調
査
な
ど
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
」、「
住

民
の
付
託
を
受
け
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
の
職
責
へ
の
自
覚
と
住
民
の

声
を
村
政
に
反
映
で
き
る
議
会
に
向
け
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
期
よ
り
「
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
議
会
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
、
議
会
だ
よ
り
と
Ｈ
Ｐ
を

連
携
さ
せ
て
充
実
し
て
参
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議

会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
開
催
時
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
は
、
い
つ
で
も
皆
さ
ま
の
近
く
お
り
ま
す
。
ど
こ
に
で

も
出
か
け
て
参
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
の
中
に
も
多
く
の
皆
さ

ま
に
登
場
い
た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
宮
坂
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
宮
坂　
早
苗

副
委
員
長　
佐
宗　
利
江

委　
　
員　
芳
澤　
清
人

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
小
松　
志
穂

 清水 美雪さん（柳沢） 森山 彩子さん（中新田）

 佐宗 利江 議員 小松 志穂 議員

佐
宗
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
は
ら
っ
ぱ
」
が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
す
か
？

清
水
さ
ん
　
週
に
１
、
２
回
利
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
家
で
は
で
き
な
い
遊

び
が
で
き
る
の
で
子
ど
も
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

森
山
さ
ん
　
以
前
の
図
書
館
の
と
き
よ
り

も
広
く
、
子
供
用
の
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
す

し
、
食
事
も
で
き
る
の
で
と
て
も
快
適
で

す
。

小
松
　
冬
な
ど
外
遊
び
が
で
き
な
い
時
期

も
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。
子
育
て
す
る
の
に
原
村
で
よ
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

森
山
さ
ん
　
自
然
の
豊
か
さ
を
身
近
に
感

じ
ま
す
。
散
歩
を
し
て
い
て
「
花
を
み
つ

け
た
」と
か「
虫
を
み
つ
け
た
」と
い
う
こ

と
が
貴
重
な
体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
　
ご
近
所
同
士
が
近
い
感
じ
が

し
ま
す
。
散
歩
を
し
て
い
る
と
い
ろ
ん
な

人
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
小
さ
な
う

ち
か
ら
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
れ
る
の
が
あ

り
が
た
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

佐
宗
　
も
っ
と
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

清
水
さ
ん
　
買
物
が
便
利
に
な
っ
た
ら
い

い
で
す
ね
。
離
乳
食
の
材
料
を
購
入
す
る

の
に
離
れ
た
ス
ー
パ
ー
ま
で
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
く
て
苦
労
し
ま
す
。

森
山
さ
ん
　
保
育
園
や
小
学
校
な
ど
、
施

設
の
駐
車
場
が
狭
い
気
が
し
ま
す
。
も
う

少
し
広
く
な
れ
ば
人
も
集
ま
り
や
す
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
松
　
そ
の
あ
た
り
は
我
々
も
考
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

豊
か
な
自
然
と
人
の
関
わ
り
の
中
で

きか
せて

議員が
訪ねて
お話を伺いました


